
TBSグループは、社員一人ひとりが『幸福な挑戦』に取り組める環境を整えるため、生産性向上と組織活性化を経営の重点課題と位置づけます。そして、
健康経営戦略マップに基づき、多様な人財が安心して活躍できる職場づくりを、東京放送診療所・東京放送健康保険組合・東京放送労働組合と連携して
推し進めます。こうした一体的な取り組みを通じて、人と社会のウェルビーイングを実現し、「VISION2030」を達成します。

株式会社 TBSホールディングス 代表取締役社長 阿部 龍二郎

健康風土の醸成

健康投資の効果
経営方針

性別年齢を問わず
全ての従業員が
安心して働ける
環境の整備や
人的交流施策を
推進したり、

育児・介護・治療との
両立に関する

意識醸成を目的とした
施策を推進することで
アブセンティーズム、
プレゼンティーズムが

改善し、
その結果として

ワーク・エンゲージメント
を向上させる。

多様なコンテンツ
（=「心揺さぶるもの」
）をたくさんの人に
毎日届け続ける

社会的使命を果たし
「最高の”時”」で
明日の世界を作る

健康経営の
推進方針

「多様な人財」が
活躍できる

公正かつ心身に安全
な労働環境づくり

目標年：2027年度

健康経営の目標

従業員の生産性向上

アブセンティーイズム
の低減

目標値：1日以下

プレゼンティーイズム
の低減

目標値：70点以上

組織の活性化

ワーク・エンゲイジメント
の向上

目標値：3.7点以上

健康関連の最終的な
目標指標

健康投資施策の取組み
状況に関する指標

従業員等の意識変容・
行動変容に関する指標

生活習慣病
有所見者の減少

健康投資

従業員の健康課題 方針実現のための
体制・環境

サポート・組織的支援健康経営の浸透状況

組織的・管理職・同僚の支援産業保健スタッフ体制健康施策への参加

セルフケア・ラインケア研修
の実施

総労働時間
削減運動

ストレスチェック受検率
向上

心身の健康維持

ヘルスリテラシー向上
研修の実施

人事制度の充実・実施

睡眠に関する研修
の実施

交流活性化施策の実施

ウォーキング・キャン
ペーンの実施

社内喫煙ルールの徹底
禁煙プログラムの導入

特定健診受診率
向上

一般定期健康診断受診率
100％維持

仕事への
モチベーション向上

高ストレス者比率の
減少

ワーク・ライフバランスの充実

メンタルヘルス対策

生活習慣病対策

精密検査受診率
向上

特定保健指導実施率
向上

朝食食べよう
キャンペーン

「睡眠により十分な休養が
取れている人」の割合

ストレスチェック受検率の向上

喫煙率

年次有給休暇取得日数
の向上

飲酒習慣者比率

育児・介護・治療
と仕事の両立

心理的安全性
周囲の支援

適正体重維持者率

運動習慣者比率

朝食欠食率

健康経営戦略マップ2026
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